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学歴等のプロフィール 

① 【 主 要 学 歴 】② 【 学  位 】③ 【  所 属 学 会  】④ 【 主要な社会的活動 】 

① California State University, Long Beach 

②Master Degree 

③沖縄外国文学会 

④全日本大学ソフトボール連盟理事、全九州大学ソフトボール連盟理事 

沖縄県大学ソフトボール連盟会長 

 

教育活動等 

主な教育活動 年月日 摘要 

1．教育活動 

基礎演習Ｉ 

 

2011 年 4 月 1 日～8

月 10 日 

 

文章トレーニング１～５を通してアカデミック

レポートとは何か・書き方・プレゼンテーショ

ンの仕方について学ぶ。４つのレポートを課

する。 

課題１：「自分について」 

自由に書かせてみる。提出された全 

員のレポートはその体をなしていな 

い。つぎに、添付のレポートの様式 

を与え書かせる。まずまずの形の体 

裁が整う。次にレポーの文体・パラ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフについて学び、再度書き直し 

をする。レポートとしての体裁が整 

う。次に、内容を吟味して書かせる。 

それなりのレポートとなる。完成し 

たレポートのレジュメを作らせプレ 

ゼンさせる。自分を知ることによっ 

て、自分のこれからの４年間の過ご 

し方、将来の展望について考えるき 

っかけになる。 

課題２：「私の家族」 

自分を育んできた家族について知る 

ことにより、居て当然だと思ってい 

た家族への感謝の気持ちを持つよう 

になる。 

課題３：「私の幼・小・中・高時代を振り返っ

て」＜各学年のクラスの素描＞ 

自分の幼・小・中・高時代のクラス 

を振り返ることにより、自分がどの 

ような人たちと交わり、どのような 

人たちにお世話になってきたか、関 

わった人たちへの感謝の気持ちを持 

つようになり、何を学んできたかな 

どを知るとともに、そのとき時の自 

分はどんな自分であったかを知るき 

っかけとなる。 

課題４：「大学の前期カリキュラムについて」 

前期に自分が勉強してきたことを再 

確認するきっかけとなる。大学入 

後４ヶ月もたち、自分が何をしてき 

たか、自省することになる。 

 

＊課題２～３についても課題１の手順を踏

む。 

 

 



 

基礎演習ＩＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年 9 月 26 日～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章トレーニング６～１０を通して、レポート

の文章、脚注の付け方、資料の収集、まと

め方等について学習し、収集した資料を活

用しレポートを書かせる。プレゼンテーショ

ンをさせる。５つの課題を課する。 

課題１：タイムスのコラム「大弦小 

弦」、新報の「金口木舌」を３週にわ 

たり毎日筆写させ、ゼミのある日は 

その内容について感想を述べさせ 

る。（３分間スピーチ） 

課題２：「私の誕生日」＜新聞記事に見る世

相＞ 

図書館の書庫にある過去の新聞を活 

用し、誕生日の新聞記事で自分が気 

になった、政治、経済、社会、スポ 

ーツ記事を一つ選択し、要約ノート 

を作らせ、それぞれ章立てしたレポ 

ートを書かせる。３０ページ前後の 

レポートになる。図書館に通い詰め 

させ、新聞を読むと言うことを学ぶ。 

工程表を作り、集中してやることの 

大切さ、大変さを学ぶことになる。 

語彙力や文章力がつく。 

課題３：模範レポートの筆写 

１０数ページの模範レポートを筆写させるこ

とにより、その何たるかを学ぶようになる。 

課題４：自由課題レポート 

基礎演習の集大成として、図書館資料を活

用するレポートを書かせる。 

＊課題１の手順を踏む。 

課題５：プレゼンテーション 

論理的なプレゼンテーションを心がけさせ

る。 

＊上記の課題をこなすことによって次のこ

とを学ぶことになる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業論文 I・II 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年 4 月 1 日～

2012 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．まず、新入生はアカデミック 

レポートについて何の知識も持ち合わせて

いない。レポートの様式などを示し、何度も

書き直しをさせることによって、そのなんた

るかを学ぶことになる。 

２．自分を知ることにより、自省し将来目指

すべき目標を立てることの大切さを学ぶ。 

３．新聞を読ませ、要約させることにより、

資料等をまとめる力がつく。語彙力・文章力

がつく。 

４．新聞のコラムなどを筆写させることによ

り語彙力・文章力がつく。 

５．記事の感想や自分のレポート 

についてレジメを作り発表することにより、

論理的なプレゼンテーション力がつく。 

６．図書館作業をさせることによって、図書

館利用の仕方を学ぶ。 

７．課題を仕上げるための工程表を 

作らせる。工程表にもとずいて作業 

することの大変さ、重要さを学ぶ。 

８．締め切り期限を守れないのは、 

自分が工程表にもとずいて作業をや 

らないなんらかの言い訳を見つけ、 

作業しないことが原因であることを 

学ぶ。 

 

登録者数 24 名（留学生 2 名）。図書館オリ

エンテーション・キャリアガイダンスを導入。 

基礎演習 I~Ⅳ・専門演習Ⅰ~Ⅳで学んだこと

を基にして卒業論文を各自書く。英米言語

文化学科で学んだことに関する諸分野（英

米文学・言語学・文化・など）から各自テー

マを選び、数ヶ月かけてサーチする。その

成果を卒業論文として作成するとともに、卒

論発表会を行う。 

 



 

英語学概論 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語 I・II 

 

 

 

 

 

 

 

English Reading I・II 

 

 

 

 

 

 

 

English Writing I 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援活動 

１．男子ソフトボール部顧問・

女子ソフトボール部の顧問・監

 

2011 年４月 1 日～8

月 10 日 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年 4 月 1 日～

2012 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

2011 年 4 月 1 日～

2012 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

2011 年 9 月 26 日～

2012 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

1985 年 4 月～ 

 

 

英語学概論とは、アメリカ人やイギリス人が

乳幼児のころから習い覚える英語の言語習

慣や規則の体系を音声、語彙、文、意味な

どの角度から総論的に勉強する学問分野

である。英語を単なるコミュニケーションツ

ールとしてではなく、そのしくみを科学的に

分析し記述する方法論を学び、英語に対す

る言語学的理解を深めることを目指す。 

 

英語の speaking、listening に関する基礎的

な運用能力を養成しその向上を図るととも

に、英米の言語習慣や文化などについて学

ぶ。さらに、日本語、英語、沖縄の諺や格言

などについて比較し、その文化の類似点・

相違点などについて勉強する。 

 

 

（１）Key Sentence を基にした dialogue 形式

の substitution practice を行い、英語の多

様な文形式身につけさせる。暗唱させ、毎

時間対話形式で発表させる。 

（２）英検準 2 級～2 級程度の paragraph 

reading を行う。暗唱するほどにテープを使

い repeat reading を行う。 

 

（１）Key Sentence を基にした dialogue 形式

の substitution practice を行い、英語の多

様な文形式身につけさせる。暗唱させ、毎

時間対話形式で発表させる。 

（２）paragraph の論理について学習し、

paragraph writing を行う。 

 

 

ソフトボールの競技力向上・普及活動につ

とめる。 



督 

２．沖縄県大学ソフトボール連

盟会長 

３．全九州大学ソフトボール連

盟理事 

４．全日本大学ソフトボール連

盟理事 

５．沖縄国際大学後援会副会

長 

 

1990 年 4 月～ 

 

 

 

 

 

1994 年 5 月～ 

 

 

ソフトボールの競技力向上・普及活動につ

とめる。 

 

 

 

 

大学と学生の保護者の連携強化につとめ

る。 

 

研究業績等 

【 主要論文及び主要著書 】  

1) 1981 One Synchronic Study of the Verb ‘to be’、語学センター研究情報、Vol. III,    

No 1 

2) 1981 The Verb ‘to be’、Its Brief History、語学センター研究情報、Vol. III, No 1 

3) 1996 Plural Verbal and Prepositional Idioms、沖縄国際大学文学部紀要、第 15 巻     

第 1 号 （1997 年 英語学論説資料収録論文第 3 号に転載） 

4) 2000 Ａ Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ Study Of Verb Phrase It- Idioms、沖縄国際大学文学部紀   

要、第５巻 第 1 号  

5) 2002 On English Language Prepositional-Binominal Noun Phrase Idioms、沖縄国 

際大学文学部紀要、第５巻 第３号  

6) 2003 The Categorical Study of English Prepositional Possessive Determiner 

Idioms、沖縄国際大学文学部紀要、第６巻 第２号  

7) 2004 A Partial Classification of Most Frequent English Tupe-1 Double Object 

Construction Idioms: Focusing on Indirect Object ‘SOMEBODY’、 沖縄国際大



学文学部紀要、第７巻 第１号  

8) 2004 A Partial Study of English X’s Y’s Adverbial Verb Construction Idioms、沖縄国

際大学文学部紀要、第７巻 第１号 

 

翻訳 

1997 Diplomatic Negotiations Within the Context of Ethnic Conflict and Violence by Dr. 

John N. Johnson, Baylor University、９６‘国際平和シンポジウム報告集 

研究分野  

認知言語学、認知意味論、英語慣用句構造論 

 

【E メール・ホームページ等】 
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